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（
1
）預
金・貸
出
金
残
高
の
状
況

　

21
年
度
の
地
域
銀
行
の
預
金
・
貸
出
金

残
高
は
、
前
年
度
末
に
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ

3
・
4
%
、
2
・
4
%
の
増
加
と
な
っ
た

（
図
表
1
）。
20
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
給
付

金
や
資
金
繰
り
支
援
政
策
で
預
貸
金
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
た
た
め
反
動
減
も
懸
念

さ
れ
た
が
、
増
加
が
継
続
し
た
。
20
年
度

に
比
べ
て
預
金
、
貸
出
金
と
も
に
増
減
率

は
半
分
以
下
に
低
下
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
コ

ロ
ナ
前
の
水
準
に
戻
っ
た
と
言
え
る
。

　

増
減
率
分
布
で
は
各
行
の
ば
ら
つ
き
が

大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
地
域
銀
行
全
体

と
し
て
は
小
幅
な
増
加
と
な
っ
た
が
、
前

年
度
末
比
で
減
少
し
て
い
る
銀
行
が
1

〜
2
割
あ
る
一
方
で
、
5
%
を
超
え
る

高
い
増
加
率
の
銀
行
も
同
程
度
見
ら
れ
る
。

多
く
の
銀
行
で
一
律
の
増
加
と
な
っ
た
20

年
度
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
一
服
し
、
各

銀
行
の
地
域
経
済
の
状
況
や
推
進
戦
略
に

よ
り
増
減
率
に
差
が
生
ま
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
に
向
か
う
中
で
今
後
、

預
貸
金
残
高
が
20
年
度
の
よ
う
に
急
増
す

る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
人
口
動
態
や
マ

ク
ロ
経
済
に
よ
り
預
貸
金
需
要
が
影
響
を

受
け
る
平
常
時
に
近
づ
く
一
方
で
、
コ
ロ

ナ
禍
で
急
増
し
た
預
貸
金
が
反
動
減
に
向

か
う
動
向
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
預

金
は
、
各
種
給
付
金
政
策
や
コ
ロ
ナ
禍
で

消
費
が
減
少
し
た
「
強
制
貯
蓄
」
に
よ
り

コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
て
地
域
銀
行
全
体
で
約

40
兆
円
増
加
し
て
い
る
が
、い
わ
ゆ
る「
リ

バ
イ
バ
ル
消
費
」
や
足
元
の
イ
ン
フ
レ
に

よ
り
積
み
上
が
っ
た
預
金
が
消
費
に
向
か

う
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
貸
出
金
は
、

企
業
の
資
金
繰
り
支
援
策
に
よ
り
コ
ロ
ナ

前
と
比
べ
て
地
域
銀
行
全
体
で
約
20
兆
円

増
加
し
て
い
る
が
、
当
面
の
資
金
繰
り
が

一
服
し
た
企
業
や
据
置
期
間
の
期
限
が
到

来
し
た
貸
し
出
し
の
返
済
開
始
に
よ
り
、

減
少
に
向
か
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

特
に
地
域
銀
行
に
と
っ
て
は
、
信
用
保
証

制
度
に
お
け
る
「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
の
貸

出
金
残
高
影
響
が
大
き
い
た
め
、
こ
れ
ら

の
制
度
融
資
の
多
く
が
据
置
期
間
や
利
子

補
給
期
間
の
終
了
を
迎
え
る
時
期
以
降
の

貸
出
金
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。
一
時
的
要

因
に
よ
り
積
み
上
が
っ
た
預
貸
金
は
、
平

コ
ロ
ナ
禍
で
の
増
益
好
決
算
で
も
金
融
市
場
変
化
に
警
戒

21
年
度
決
算
に
見
る
地
域
銀
行
の
経
営
課
題

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

金
融
戦
略
室
長
兼
プ
リ
ン
シ
パ
ル

五
藤
靖
人

解 説

　
2
0
2
1
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
社
会
・
経
済
活
動
が
正

常
化
に
向
か
う
1
年
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
活
動
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
や

国
際
情
勢
の
緊
迫
化
に
よ
り
、
新
た
な
日
本
経
済
の
リ
ス
ク
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
今
後
地
域
銀
行
に
は
、
企
業
や
地
域

経
済
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
や
新
た
な
成
長
を
後
押
し
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
銀
行
自
身
の
リ

ス
ク
に
対
応
す
る
経
営
体
力
も
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
地
域
銀
行
の
21
年
度
決
算
資
料
12
を
基
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
経
営
環
境
に
与
え
た
影
響
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
地
域
銀
行
の
経
営
課
題
に
関
し
て
考
察
す
る
3
。

ご
と
う
・
や
す
ひ
と　
三
和
総
合
研

究
所
入
社
後
、旧
U
F
J
銀
行
総
合

リ
ス
ク
管
理
部
出
向
等
を
経
て
現
職
。

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
に
入
社
以
来
、金
融
機
関

の
経
営
管
理
高
度
化
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
等
に
従
事
。主
著「
地
域
金
融
機

関
の
将
来
経
営
計
画
」（
き
ん
ざ
い
）。
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常
時
に
近
づ
く
に
つ
れ
減
少
に
向
か
う
圧

力
が
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

預
貸
金
残
高
の
減
少
に
備
え
た
経
営
戦
略

や
営
業
体
制
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
2
）損
益
の
状
況

　

21
年
度
の
地
域
銀
行
の
当
期
利
益
は
、

前
年
度
比
23
%
増
の
大
幅
増
益
と
な
っ
た
。

20
年
度
も
若
干
な
が
ら
当
期
利
益
は
増
加

し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
2
年
連
続
増

益
の
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

要
因
を
分
解
す
る
と
、
最
大
の
増
益
要

因
は
与
信
費
用
が
減
少
し
た
こ
と
で
あ
る

（
図
表
2
、
3
）。
20
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
予
防
的
に
引
当
金
を
積

み
増
す
動
き
が
広
が
っ
た

が
、
企
業
倒
産
は
低
く
抑

え
ら
れ
た
状
態
が
続
い
た

た
め
、
21
年
度
は
引
当
金

の
積
み
増
し
が
抑
制
さ
れ
、

戻
し
入
れ
の
動
き
も
見
ら

れ
た
。
企
業
倒
産
の
減
少

は
政
策
的
な
支
援
効
果
の

影
響
が
大
き
く
、
コ
ロ
ナ

禍
で
経
営
体
力
が
低
下
し

た
企
業
の
今
後
の
動
向
は

予
断
を
許
さ
な
い
も
の
の
、

「
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

企
業
倒
産
が
急
増
し
、
引

き
当
て
不
足
に
よ
り
与
信

費
用
負
担
か
ら
地
域
銀
行

が
経
営
危
機
に
陥
る
」
と

い
う
懸
念
は
後
退
し
て
い

る
。
日
銀
の
金
融
シ
ス
テ

ム
レ
ポ
ー
ト（
22
年
4
月
）

に
お
い
て
も
、
対
面
型
サ

ー
ビ
ス
業
を
中
心
と
し
た

デ
フ
ォ
ル
ト
先
割
合
の
増

加
に
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
る
も
の
の
、
当
面
の
金

融
機
関
の
信
用
コ
ス
ト
率

の
上
昇
幅
は
限
定
的
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
21
年
度

減少
増減率別の銀行分布(上段：銀行数、下段：構成比）
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（出所）各行公表資料等よりMURC作成

〈図表1〉地域銀行の預貸金残高の増減分布
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〈図表2〉地域銀行の損益増減要因分解
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（出所）各行公表資料等よりMURC作成

〈図表3〉地域銀行の損益分布状況

1　分析の対象とした地域銀行は、全国地方銀行協会または第二地方銀行協会加盟行のうち決算短信を公表している99行とした。
2　本項中の図表は全て、全国地方銀行協会、第二地方銀行協会の加盟各銀行の決算短信･決算説明資料等（99行単体ベース）、および全国地方銀行協会「地
方銀行の決算の状況」、第二地方銀行協会「統計資料（決算）」よりMURC作成。

3　2020年度決算に基づく分析は、拙稿「20年度決算に見る地域銀行の経営課題」（金融財政ビジネス2021年7月1日号）参照。
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の
与
信
費
用
は
、
コ
ロ
ナ
前
の
18
、
19
年

度
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
当
面

は
同
水
準
が
続
い
て
い
く
も
の
と
予
想
さ

れ
る
。

　

21
年
度
決
算
で
は
、
資
金
収
益
や
役
務

収
益
の
増
加
も
大
き
な
増
益
要
因
と
な
っ

た
。
資
金
収
益
の
増
加
は
、
外
貨
を
中
心

と
す
る
調
達
コ
ス
ト
の
減

少
や
日
銀
預
け
金
利
息
の

増
加
が
要
因
と
な
っ
て
お

り
、
低
金
利
の
継
続
に
よ

り
貸
出
金
利
息
や
有
価
証

券
利
息
配
当
金
は
ほ
ぼ
横

ば
い
で
あ
る
。
特
に
貸
出

金
は
利
回
り
の
低
下
が
継

続
し
て
お
り
、
貸
出
金
残

高
の
堅
調
な
増
加
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
貸
出
金
利
息

は
微
減
と
な
っ
て
い
る
。

新
規
貸
出
利
回
り
が
ス
ト

ッ
ク
利
回
り
を
下
回
る
状

況
が
続
い
て
お
り
、
下
げ

止
ま
り
は
も
う
少
し
先
と

な
る
見
通
し
で
あ
る
。
役

務
収
益
は
、
個
人
の
預
か

り
資
産
収
益
や
法
人
関
連

手
数
料
な
ど
の
項
目
で
多

く
の
銀
行
が
増
加
し
て
お

り
、
収
益
の
多
様
化
に
向

け
た
取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
成
果
と
な
り

始
め
て
い
る
。

　

日
銀
の
「
地
域
金
融
強
化
の
た
め
の
特

別
当
座
預
金
制
度
」
で
O
H
R
（
経
費
率
）

を
指
標
と
し
た
銀
行
な
ど
を
中
心
に
経
費

の
削
減
も
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
コ
ア
業
務

純
益
は
前
年
度
比
20
%
増
の
大
幅
な
増
益

と
な
っ
た
。
一
方
で
、
21
年
度
は
有
価
証

券
損
益
が
大
幅
な
減
少
と
な
り
、
当
期
利

益
の
減
益
要
因
と
な
っ
た
。
国
内
低
金
利

の
継
続
や
外
貨
金
利
の
上
昇
に
よ
り
債
券

関
係
損
益
は
2
年
連
続
の
赤
字
と
な
り
、

赤
字
幅
も
拡
大
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
債
券

関
係
損
益
の
減
少
に
対
し
て
株
式
等
関
係

損
益
が
増
加
し
て
相
殺
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
同
年
度
は
株
式
相
場
が
軟
調

に
転
じ
る
場
面
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
株
式

関
係
等
損
益
も
減
少
し
て
い
る
。
21
年
度

決
算
は
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
の
収
益

回
復
が
進
ん
だ
の
に
対
し
て
、
有
価
証
券

部
門
収
益
が
低
迷
す
る
対
照
的
な
形
と
な

っ
た
。

（
3
）損
益
の
時
系
列
推
移

　

時
系
列
で
地
域
銀
行
の
損
益
推
移
を
見

る
と
、
回
復
傾
向
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る

（
図
表
4
）。
14
〜
17
年
度
の
当
期
利
益
1

兆
円
前
後
の
水
準
に
は
届
か
な
い
も
の
の
、

そ
れ
に
近
い
水
準
ま
で
回
復
し
て
き
て
い

る
。

　

マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
の
16
年
度
以
降
は

資
金
収
益
を
中
心
に
コ
ア
業
務
純
益
は
低

迷
し
て
い
た
が
、
21
年
度
決
算
で
は
マ
イ

ナ
ス
金
利
導
入
前
の
水
準
を
回
復
し
て
い

る
。
貸
し
出
し
・
有
価
証
券
利
回
り
は
依

然
と
し
て
低
迷
し
て
い
る
も
の
の
、
資
金

調
達
コ
ス
ト
の
減
少
や
役
務
収
益
の
増
加
、

経
費
の
削
減
な
ど
、
複
数
項
目
で
の
改
善

が
回
復
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ス

金
利
導
入
の
大
き
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
影
響
を
、

地
域
銀
行
が
様
々
な
改
善
努
力
で
克
服
し

て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

与
信
費
用
は
18
年
度
以
降
増
加
し
て
き

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
改
善
傾
向
も
あ

り
、
21
年
度
は
減
少
に
転
じ
た
。
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
「
高
水
準
期
」、
14

〜
16
年
度
前
後
の
ほ
ぼ
「
与
信
費
用
ゼ
ロ

期
」
を
経
て
、
そ
の
中
ほ
ど
の
水
準
と
な

っ
て
い
る
。
時
系
列
で
見
る
と
、
当
期
利

益
も
こ
の
与
信
費
用
の
動
き
に
合
わ
せ
て

増
減
し
て
お
り
、
引
き
続
き
与
信
費
用
の

動
向
に
は
注
視
が
必
要
で
あ
る
。

　

21
年
度
は
、
総
じ
て
好
決
算
と
評
価
で

き
る
も
の
の
、
将
来
に
向
け
た
不
安
要
素

も
残
さ
れ
て
い
る
。
同
年
度
決
算
を
踏
ま

え
た
地
域
銀
行
の
経
営
課
題
と
し
て
、
以

下
の
2
点
を
挙
げ
た
い
。

（
4
）不
良
債
権
増
加
傾
向
の
抑
制

　

21
年
度
決
算
で
は
、
地
域
銀
行
の
不
良

債
権
残
高
は
前
年
比
約
2
千
億
円
増
加
し
、

貸
出
金
に
対
す
る
比
率
も
0
・
03
%
上
昇

し
た
（
図
表
5
）。
高
い
増
加
率
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

後
の
不
良
債
権
比
率
と
比
較
す
る
と
依
然

18,000

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
2009 2010 2019 2020 2021

（億円）

14,885

8,399

2,925

コア業務純益
与信費用
当期純利益

201820172015 20162014201320122011

（出所）各行公表資料等によりMURC作成

〈図表4〉地域銀行の損益推移
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と
し
て
低
水
準
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
20
年
度
に
続
く
2
年
連
続
の

増
加
傾
向
で
あ
り
、
貸
出
金
の
増
加

率
を
上
回
る
不
良
債
権
増
加
率
と
な

っ
て
い
る
。

　

21
年
度
の
特
徴
と
し
て
、
不
良
債

権
の
増
減
傾
向
に
は
個
別
行
の
ば
ら

つ
き
が
大
き
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

地
域
銀
行
全
体
と
し
て
は
不
良
債
権

増
加
率
は
高
く
な
い
も
の
の
、
個
別

行
の
増
減
率
は
、
不
良
債
権
残
高
が

減
少
し
た
銀
行
が
4
割
近
く
で
あ
る

一
方
で
、
10
%
を
超
え
る
高
い
増
加

率
と
な
っ
た
銀
行
も
3
割
以
上
と
な

っ
て
い
る
。
不
良
債
権
比
率
の
水
準

は
2
%
前
後
の
銀
行
が
大
半
で
あ
る

も
の
の
、
3
%
を
超
え
る
水
準
に
達

し
て
い
る
銀
行
も
1
割
程
度
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
、
や
や
小
規
模
な
地

域
銀
行
で
の
不
良
債
権
残
高
の
増
加

率
が
高
く
、
不
良
債
権
比
率
も
上
昇

し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
個
別
行
で

見
る
と
、
不
良
債
権
残
高
が
大
き
く

増
加
し
、
貸
出
金
に
対
す
る
不
良
債

権
比
率
が
高
水
準
と
な
る
こ
と
で
大

き
な
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
銀
行

も
あ
る
。

　

不
良
債
権
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
企

業
の
資
金
繰
り
や
地
域
経
済
を
支
え

た
地
域
銀
行
と
し
て
の
リ
ス
ク
テ
ー
ク
の

結
果
で
あ
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
増
加
は

や
む
を
得
な
い
面
も
あ
る
。
一
方
で
、
地

域
銀
行
と
し
て
継
続
的
に
地
域
経
済
を
支

え
続
け
る
た
め
に
は
一
定
の
健
全
性
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
、
経
営
体
力
か
ら
み

て
適
正
な
水
準
へ
抑
制
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

今
後
の
不
良
債
権
の
増
減
動
向
を
左
右

す
る
企
業
業
績
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回

復
や
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
、
円
安
な
ど
の

動
向
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
た
め
、
不
透

明
な
部
分
が
大
き
い
。
足
元
企
業
倒
産
は

過
去
最
低
水
準
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
資
金
繰
り
支
援
策
等
の
影
響
が
大
き

く
、
各
種
支
援
策
の
期
限
や
コ
ロ
ナ
禍
で

実
行
さ
れ
た
貸
出
金
の
返
済
期
限
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
は
、
経
営
体
力
の
低
下
し
た
企

業
の
倒
産
が
再
び
増
加
す
る
可
能
性
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
企
業
の
経
営
体
力
に
つ

い
て
も
、
業
種
や
地
域
に
よ
り
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
回
復
状
況
も
異
な
り
、
ま
た
イ
ン

フ
レ
や
円
安
の
影
響
度
も
異
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
不
透
明
な
環
境
下
で
は
、
経

営
体
力
に
見
合
っ
た
リ
ス
ク
テ
ー
ク
の
判

断
が
求
め
ら
れ
る
。
業
種
や
地
域
の
外
部

環
境
、
自
行
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
集
中

度
、
リ
ス
ク
対
比
リ
タ
ー
ン
等
を
勘
案
し

て
、
積
極
的
に
資
金
需
要
に
応
え
る
「
リ

ス
ク
オ
ン
」
の
業
種
や
地
域
、
企
業
の
経

営
改
善
や
債
務
の
適
正
化
を
優
先
す
る

「
リ
ス
ク
オ
フ
」
の
業
種
や
地
域
な
ど
、

ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
リ
ス
ク
テ
ー
ク
す
る

か
と
い
う
「
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
」
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
与

信
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
運
営
が
必
要
で
あ
る
。

足
元
で
不
良
債
権
の
水
準
や
増
加
率
が
高

い
銀
行
だ
け
で
な
く
、
不
良
債
権
の
状
況

に
課
題
の
小
さ
い
銀
行
に
お
い
て
も
、
経

営
資
源
の
効
率
的
な
活
用
や
与
信
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
リ
ス
ク
対
比
リ
タ
ー
ン
の
向

上
と
い
う
観
点
か
ら
求
め
ら
れ
る
取
り
組

み
で
あ
ろ
う
。

（
5
）有
価
証
券
投
資
の
再
構
築

　

こ
れ
ま
で
地
域
銀
行
の
収
益
は
、
顧
客

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
収
益
が
低
迷
す
る
中
で
、

有
価
証
券
部
門
の
収
益
が
支
え
る
構
造
が

長
く
続
い
て
き
た
。
債
券
価
格
の
上
昇
や

堅
調
な
株
式
相
場
に
よ
る
売
買
損
益
や
株

式
配
当
金
収
益
、
投
資
信
託
解
約
益
、
海

外
も
含
め
た
運
用
商
品
の
拡
大
な
ど
が
有

価
証
券
部
門
の
収
益
を
支
え
て
き
た
。

　

顧
客
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
収
益
が
よ
う
や

く
回
復
傾
向
に
向
か
う
一
方
で
、
有
価
証

券
部
門
の
収
益
に
は
変
化
が
表
れ
て
い
る
。

長
引
く
低
金
利
で
債
券
の
利
回
り
は
減
少

が
続
く
と
と
も
に
債
券
評
価
損
益
が
減
少

減少
増減率別の銀行分布（上段：銀行数、下段：構成比）

0～+5% +5～10% +10～30% +30～50% +50%以上

37

37.4%

5.1

5.3

2021/3末

2022/3末
不良債権残高

増減率残高
（兆円）

3.9%
15

15.2%

16

16.2%

25

25.3%

4

4.0%

2

2.0%

1%未満
不良債権比率別の銀行分布(上段：銀行数、下段：構成比）

1～1.5% 1.5～2.0% 2.0～3.0% 3.0～5.0% 5%以上

3

3.0%

1.80

1.83

2021/3末

2022/3末
不良債権比率

比率
（％）

増減幅
（％）

※不良債権は金融再生法開示債権残高、不良債権比率は貸出金に対する比率

0.03 
22

22.2%

26

26.3%

36

36.4%

10

10.1%

2

2.0%

（出所）各行公表資料等よりMURC作成

〈図表5〉地域銀行の不良債権状況
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し
、
債
券
関
係
損
益
は
赤
字
基
調
が
定
着

し
て
い
る
。
株
式
市
場
の
変
動
も
大
き
く

な
り
、
株
式
等
関
係
損
益
や
投
資
信
託
解

約
益
も
減
少
し
て
い
る
。
21
年
度
決
算
で

は
、
債
券
・
株
式
を
合
わ
せ
た
有
価
証
券

評
価
益
は
地
域
銀
行
全
体
で
約
3
割
減
少

し
、
保
有
有
価
証
券
の
評
価
損
に
陥
る
銀

行
も
増
え
て
き
た
。

　

最
大
の
懸
念
材
料
は
、
利
上
げ
の
動
向

で
あ
る
。
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
を
背
景
に

欧
米
は
利
上
げ
ペ
ー
ス
が
加
速
し
て
お
り
、

再
び
外
債
投
資
の
金
利
リ
ス
ク
懸
念
が
高

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
連
動
し
て
、
国
内

円
金
利
に
も
長
期
金
利
を
中
心
に
上
昇
圧

力
が
高
ま
っ
て
お
り
、
日
銀
の
政
策
動
向

に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
日
銀
の
金

融
シ
ス
テ
ム
レ
ポ
ー
ト
（
22
年
4
月
）
に

よ
る
と
、
地
域
銀
行
の
外
債
金
利
リ
ス
ク

は
残
高
の
積
み
増
し
抑
制
等
か
ら
リ
ス
ク

量
は
大
き
く
な
い
も
の
の
、
円
金
利
リ
ス

ク
量
は
02
年
以
降
で
ピ
ー
ク
の
水
準
と
な

っ
て
い
る
（
債
券
だ
け
で
な
く
預
貸
金
残

高
の
拡
大
要
因
も
あ
り
、
個
別
行
に
よ
る

差
が
大
き
い
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
）。

　

こ
う
し
た
環
境
変
化
に
対
し
て
、
有
価

証
券
運
用
方
針
の
見
直
し
が
急
務
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
評
価
損
益
に
依
存
し
た
運
用

方
針
か
ら
脱
却
し
、
安
定
的
な
利
息
配
当

金
収
入
（
イ
ン
カ
ム
ゲ
イ
ン
）
を
目
指
す

方
針
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
リ
ス
ク
対
比
リ
タ
ー
ン
に
基
づ

く
ア
セ
ッ
ト
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
債

券
・
株
式
な
ど
の
伝
統
的
運
用
商
品
以
外

の
運
用
手
段
の
多
様
化
が
重
要
と
な
る
。

有
価
証
券
に
お
い
て
も
、
ど
こ
で
ど
の
よ

う
に
リ
ス
ク
テ
ー
ク
す
る
か
と
い
う
「
リ

ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　

円
金
利
の
利
上
げ
観
測
に
対
し
て
、
債

券
投
資
は
評
価
損
の
リ
ス
ク
は
大
き
い
も

の
の
、
利
息
収
入
は
拡
大
が
期
待
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
地
域
銀
行
で
は
債
券
残
高
の
縮

小
が
続
い
て
き
た
も
の
の
、
リ
ス
ク
許
容

度
に
よ
っ
て
は
再
び
投
資
を
拡
大
す
る
機

会
と
も
な
り
得
る
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
対

比
リ
タ
ー
ン
の
判
断
も
、「
リ
ス
ク
ア
ペ

タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
の
下
で
継

続
的
に
分
析
・
議
論
す
る
こ
と
で
、
金
融

市
場
の
変
化
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
機

動
的
な
判
断
が
可
能
と
な
る
。
市
場
環
境

の
変
化
に
よ
り
、
地
域
銀
行
の
有
価
証
券

投
資
に
対
す
る
取
り
組
み
方
針
が
、
大
き

な
差
と
な
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

（
6
）コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
と
新
た
な
リ
ス
ク

　

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
に
向
か
う
中
で
、
国

際
情
勢
の
変
化
や
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
、

急
速
な
円
安
な
ど
、
日
本
経
済
を
取
り
巻

く
新
た
な
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

企
業
に
と
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回

復
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
で
再
び
事
業
リ
ス

ク
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
経
営
体

力
へ
の
影
響
は
大
き
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に

加
え
て
、
環
境
問
題
に
代
表
さ
れ
る

E
S
G
/
S
D
G
s
へ
の
対
応
や
地
方
創

生
、
D
X
な
ど
、
企
業
や
地
域
経
済
の
抱

え
る
課
題
は
幅
広
く
、
地
域
銀
行
に
期
待

さ
れ
る
役
割
も
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

21
年
度
決
算
が
預
貸
金
残
高
の
堅
調
な

増
加
と
増
益
の
好
決
算
と
な
っ
た
こ
と
は
、

地
域
銀
行
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
企
業
支

援
が
評
価
さ
れ
、
地
域
経
済
の
支
え
と
な

っ
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
た
役
割
を
継
続
し
、
新
た
な
リ
ス
ク

に
対
し
て
も
企
業
活
動
や
地
域
経
済
を
支

援
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
銀
行
自
身

の
健
全
性
・
収
益
性
を
向
上
さ
せ
経
営
の

安
定
性
を
確
保
し
た
上
で
、
支
援
能
力
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
資
金
繰
り
に
関
す
る
支
援

が
特
に
求
め
ら
れ
た
も
の
の
、
イ
ン
フ
レ

や
円
安
な
ど
新
し
い
リ
ス
ク
に
対
し
て
は
、

よ
り
顧
客
企
業
の
事
業
面
に
踏
み
込
ん
だ

本
業
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
地
域
銀
行
の

顧
客
支
援
能
力
の
真
価
が
問
わ
れ
る
の
は

こ
れ
か
ら
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。


